
氏 名 武 兵

（論文 内容 の要 旨）

観光は世界各地で地域活性化 の重要な一環 として期待 され ている．平成23年 に訪 日外国人

旅行者数 は622万 人， 日本人海外旅行者数は1，699万 人 に到達 し，観光者へのサー ビス提供 は

ます ます重要になってきている．効率良 く観光地を巡 るには，巡回スケジューヲレを事前 に作成

し，観光地を対象 とす るナ ビゲーシ ョンが有効 である．このよ うなサー ビスを提供す るために，

携帯端末 を用いたパー ソナルナ ビゲーシ ョンシステムがすでに開発 されてい る．しか し，これ

らはほとん どが時間制約内で複数の 目的地 を巡回す るスケジュ・一ル を計算す るものであるが，

旅行者 の満足度 を大 きく左右す る天候や体力 を考慮 したスケジュールの立案法 はまだ提案 さ

れていない．例えば，天気が晴れ と雨の時，良い とされる観光 スケジュール が異な り，旅行者

の満足度 も当然異なる．また，同 じ観光地で，観光方式や観光時間 によって必要 な体力が異な

り，場合 よって体力が足 りな くなって しま うことがある．本論文では，天気，体力 コンテキス

トを考慮 した観光スケジュールの立案法 に関 して，以下2つ の手法を考案 し，評価 を行った．

（1）天気が確率的にしか予測できない場合 を想定 し，任意 の天気変化パターンに対応 した観

光スケジュール群 を算 出する問題 を取 り扱 う．このスケジュール群は，出発地点を根 として 目

的地 ごとに分岐す る木 （スケジュール木 と呼ぶ）で表現 され る．本問題 の目的は，スケジュー

ル木 によって示 された確率的なスケジュール のユーザ満足度期待値の総和 を最大化す ること

である．この問題 はNP困 難 であ り，天候の変化パ ター ンおよび変化 タイ ミングの組み合わせ

は多数存在す るため，全ての場合 に対応するスケジュール の数は膨大になる．実用時間で準最

適解 を得 るため，欲張 り法お よび局所探索法に基き，近似アル ゴ リズムを提案する．提案アル

ゴ リズムは，まず欲張 り法を用いて初期のスケジュール木 を作成 し，部分木 を単位 とした 目的

地の置換 を繰 り返 し行 うことにより，期待ユーザ満足度が高いスケジュール木 を生成する．本

提案手法では，観光候補地20の 場合，欲張 り法の平均1．23倍 の期待値 を持つスケジュール木

を得 ることができた．

（2）観光中に休憩 を適宜に行 うことで体力の範囲内で，複数の 目的地 に対 し，好 きな方式

で巡 る観光スケジュール を求 める問題 を取 り扱 う．本 問題 は，観光候補地を異なる方式で観光

す る場合 の体力消費 と得 られ る満足度 をあ らか じめ定義 し，スケジュール全体で得 られ る満足

度をできるだけ大きくす ることを 目的 とする．この問題 はNP困 難 であ り，問題例の規模 が大き

い時には，実用時間で最適解 を算 出す るこ とは困難である．実用時間で準最適解 を得 るため，

ヒュー リスティックな探索法 である捕食法に基づいて複数 の観光スポ ッ トを廻る休憩な しの

スケジュールを求めた うえ，局所探索を用いて適宜 に休憩を差 し挟むことで解 を求める．本提

案手法では，観光候補地10の 場合，全探索で得 られた解 の95．65％の満足度 を有す るスケジュー

ル を13秒 で得 られ ることを確認 した．



氏 名 武 兵

（論文審査結果の要旨）

本論文 では，観光 におけ るコンテキス トの大 きな要素 として，天気 と体力 を考慮 し，ユ

ーザの位置や行動状況
，周辺環境 な どの変化 に合わせて，適切 なル ー トを動 的 に案 内す る

ことで，観 光 中のユーザ の快適性 を向上 させ ，多様 な観 光計画や，道 路案内 に関す る情報

を提 供 し，ユーザ の行動 を支援す る．

（1） 天気 が確 率的 に しか予測 できない場合 を想 定 し，任意 の天気変化 パター ンに対応 し

た観 光スケ ジュール群 を算 出す る問題 を取 り扱 う． このスケジ ュール群 は，出発 地点 を根

と して 目的地 ご とに分岐す る木 （スケ ジュール木 と呼ぶ）で表現 され る．本 問題 の 目的 は，

スケ ジュール木 に よって示 され た確 率的 なスケ ジ ュール のユー ザ満足度期 待値 の総 和 を

最 大化 す るこ とで ある．この問題 はNP困 難で あ り，天候 の変化パ ター ンお よび変化 タイ

ミングの組 み合 わせ は多数存在す るため，全て の場合 に対応す るスケジュール の数は膨大

にな る．実用 時間で準最適解 を得 るため，欲 張 り法 お よび局所探 索法 に基 き，近似 アル ゴ

リズム を提案 す る．提案アル ゴ リズムは，まず欲張 り法 を用 いて初期 のスケジ ュール木 を

作成 し，部分木 を単位 とした 目的地 の置換 を繰 り返 し行 うことに よ り，期待 ユーザ満足度

が高 いスケ ジュール木 を生成す る．本提案 手法では，観 光候補 地20の 場合 ，欲 張 り法の

平均1．23倍 の期待値 を持つ スケジ ュール 木 を得 るこ とがで きた．

（2） 観 光中に休 憩 を適宜 に行 うこ とで体力 の範 囲内で，複数 の 目的地に対 し，好 きな方

式 で巡 る観 光スケ ジュール を求 める問題 を取 り扱 う．本 問題 は，観光候補地 を異 な る方式

で観 光す る場合の体力消費 と得 られ る満足度 をあ らか じめ定義 し，スケジュール 全体で得

られ る満 足度 をで きるだ け大 き くす ることを 目的 とす る．この問題 はNP困 難 で あ り，問題

例 の規模 が大 きい時 には，実用時 間で最適解 を算 出す る ことは困難 であ る．実用 時間で準

最適解 を得 るた め， ヒュー リステ ィ ックな探索法で ある捕食法 に基づ いて複数 の観 光スポ

ッ トを廻 る休 憩 な しのスケジュール を求めた うえ，局所探索 を用 いて適 宜に休憩 を差 し挟

む こ とで解 を求 める．本提 案手法で は，観 光候 補地10の 場合 ，全探索で得 られ た解 の95．65％

の満 足度 を有す るスケジュール を13秒 で得 られ るこ とを確認 した ．

これ ら本論文で提案 されている手法は，実用性をもち，かつ問題設定および解法は新規性

を有するものであ り，数理モデル化 と問題解決の分野の発展に貢献するものである．

よって，本論文は，博士 （工学）学位論文 としての価値があるものと認める．


